
フレキシキュリティ日本語文献（１） 
 日本でフレキシキュリティがはじめて話題になった 2005 年から 2011 年までのフレキシ

キュリティ関連文献を収録している。オランダ・モデル、デンマーク・モデル、スウェー

デンの積極的労働市場政策についての文献も収録した。もれている重要な文献もあると思

われるので、教えていただきたい。移動的労働市場の研究文献も加えて、1 年後に追加のフ

レキシキュリティ日本語文献（２）を掲載する予定でいる(2012.12.20)。 
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